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1　はじめに
　昨今、世の中の風潮として、子どもの就園年
齢が近づくと、親はいろいろな幼稚園を見学し、
検討を重ねる。幼稚園を選択する視点は「幼稚
園の教育理念」「施設設備の充実」「子育て支援
の状況（預かり保育等〉」「給食の内容」等が考
えられる。更に「幼稚園の雰囲気」が加わる。
「ある幼稚園では、なんとなく明るい感じがし
ないためか、子どもが玄関から入ろうとしなか
ったが、こちらには自分から進んで入って来た
ので、この園に決めました。」と言って来る親
子もいる。幼稚園としてはまず、「明るい感じ」
「優しい感じ」「受け入れてくれる感じ」が伝
わるかどうかのチェックが必要となる。この「幼
稚園の雰囲気」は、一人ひとりの子どもを大切
に思う幼児教育者としての姿勢から自然に伝わ
っていくと考える。
　入園当初は、親子共、幼稚園生活に対して、
期待と不安が交錯している状況である。その際
第一に考える事は、幼稚園児が安心して担任と
過ごせる場となる、すなわち担任と子どもの信
頼関係を築き、安心の場となる事である。
　保護者の幼稚園に対する信頼感は子どもから
幼稚園生活での出来事や担任や友達との関りを
知る事により一層深まると考えられる。
　本稿では、ある幼稚園で起こった事例を通し
て、幼稚園と家庭とを結び、家庭の教育力を高
める役割を教師がいかに担っていくかを考察す
る事を目的とする。
2　事例による考察
事例（1）　　「最近登園を嫌がる」
①年齢時期
　　3歳児　1学期
②出来事
保護者からの連絡
　最近A子が「お腹が痛い」「お弁当は早く食
べられない」「パパとママがいないから涙がで
ちゃう」「一人で遊びたいの」「お姉ちゃん（5
歳児）が遊んでくれない」等と言い、登園を嫌
がる。母親としては、「お友達がいなくて、み
んなと遊べていないのでは」「家では、ごはん
は割りと早く食べているのに、幼稚園のお弁当
はそうはいかないのか」「一人ぼっちでシクシ
ク泣いているのか」「みんなと集団生活ができ
ないのか」と心配になる。母親が仕事を持って
いる事も関係しているのではないかと案じてい
る。
担任からの連絡
1　連絡を受けた事に対して、感謝の気持を伝
　える。
ll幼稚園でのA子の様子
　・最近、園バスから降りてくる様子が以前よ
　　り元気がなく涙を浮かべていることもあり
　　心配していた。
　・担任はA子の不安な気持を受け止め、しば
　　らく手を取り、一緒に過ごす。そうすると、
　　A子は持ち前の活発な様子に戻り遊び出す。
　・まず最初は姉のクラスへ行き、すぐにA子
　　のクラスへ戻って来て「お姉ちゃんがイジ
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　　メタ！」と不満を訴える。その後担任とA
　　子が遊び始めるとそこへ、2～3人の友達
　　が加わって遊び出す。A子は担任にあれこ
　　れ指示をだしたり、遊びをリードしたりし
　　て、それは元気よく満足そうに遊んでいる。
　・朝はとにかく元気がないので楽しいきもち
　　になるように接している。
皿　A子は親の関心を求めているのではないか
　と伝える。大切な事は。A子の言動に耳と心
　を傾ける事だと伝える。A子が一見意味不明
　と思われる事を言った場合には、言葉の中に
ある気持を受け止めA子の気持を認める。A
子を大切に思っている事を伝え、A子自身が
　どのような事を求めているのかを一緒に考え
てみたらどうかと伝える。
保護者からの連絡（一週間後）
　A子の気持を大切にしようと思い、A子が「お
腹痛くて幼稚園に行きたくない」と言うと、今
までは、「何でそんな事言うの、そんな事言わ
ないで」と言っていたが、「お腹痛から行きた
くないんだね、お腹痛いの飛んでけって飛ばそ
うか」等と、朝の短い時間もゆったり対応する
ようにした。そのせいか、この所朝調子がいい。
帰宅後は時間がかかるのでA子がやりたがって
もさせていなかった食事の準備を、姉と一緒に
手伝う事（お箸並べ）を始めた。
大事な事に気付かせてもらい良かった。
③考察
　母親からの連絡を受けて、担任はA子との信
頼関係を振り返り、Aの幼稚園生活がより充実
して行くように努める事を母親に伝える。家庭
でも、A子の気持をしっかりと受け入れる事の
アドバイスをする。
　母親は、A子が幼稚園で担任と友達と安心で
きる生活を送っている事が分かり、自分自身の
関りを見直す事が出来た。
事例（2）「『お母さんお仕事やめてよ！』と言
　　　　われた」
①年齢時期
　　3歳児　2学期
②出来事
保護者からの連絡
　父親は単身赴任、母親は勤めているため日中、
B子を近くに住む父親の両親に預けている。最
近仕事が忙しく月の半分位は、眠っているB
子を自宅につれて帰り、朝父親の両親の所へ連
れて行くようになっている。
母子の会話がほとんどない中、ある日突然「お
母さんお仕事やめてよ！」とB子の言った。
勤めを辞めたほうがいいかなとも思ったが、子
育て中心の生活になると、自分の性格上B子
に当ってしまい虐待してしまうかもしれないと
思案した挙句連絡して来た。
担任からの連絡
1　幼稚園でのB子の様子
　　1学期の頃よりは、色々と自信が付いてき
　た。言動共にダイナミックになり、良い意味
　でクラスを盛り上げている。B子の会話から
　は、愛情たっぷりな祖父母との関係が伝わっ
　ている。幼稚園生活では心配なことはなく気
　持も安定していると伝える。
ll　「お母さんお仕事やめてよ！」と言われた
　時母親自身の気持はどうだったかを尋ねた。
　　B子が言った「お母さんお仕事やめて
　よ！」の言葉の根底にあるのは、「大好きな
　お母さんに関って欲しい」という気持ちでは
　ないかと推測出来る。その気持をしっかりと
　受け止め、そして母親のB子を大切に思う
　気持を伝えていく事でB子は安心出来ると伝
　える。
II　子どもと関るというのは、時間の長短では
　なく接する中身が重要である。B子に対する
　思いを共に過ごす時に伝える。スキンシップ
　をとったり、歌ったり、絵本の読み聞かせを
　したりして、B子を大事に思っている気持を
　シヤワーのごとくふりそそいでいき、B子に
　味わってもらう事でB子が母親の愛情を感じ
　られると伝える。
IV　母親が抱いた「虐待してしまうかもしれな
　い」という心配に対しては。母親の話からB
子のことを愛している、大切に思っている気
持がよく分かったし、B子はしっかりと自分
の思いを母親に話せているので「心配無用、
安心して子育てを楽しんで下さい」と伝える。
保護者からの連絡（2日後）
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　話を聴いてもらって、安心できた。仕事は切
り上げをなるべくはやくするようにしています。
B子の話を良く聴き、「うれしかったんだね」「た
いへんだったね」と気持に沿うようにしていま
す。幼稚園から借りて来る絵本をB子が望むだ
け読み聞かせるようにしています。なんだか、
笑顔が親子とも増えたように思うと連絡を受け
た。
③考察
　大人の都合ばかり優先させていると、子ども
は、自分の思いのはけ口を求めて、いろいろな
サインを出して来る。B子の場合は「お母さん
お仕事辞めてよ！」と言う事でサインを出して
いる。そのサインを見逃していると更にエスカ
レートした表現にならざるを得なくなる。そん
な段階になって気付き、大人は慌ててしまい取
り返しがつかないのではと落ち込んでしまい勝
ちだが、子どもはとにかく、気付いて欲しいの
である。「親が気付く」それが解決の第一歩で
ある。気付き始めは、自信を失いどうしようか
と悩んでいるが、母親自身がわが子を大切に思
っている気持ちを再確認する事で、自信を取り
戻し、子育てに取り組んでいけるようになる。
事例（3）「『僕死んだほうがいいよね』と言わ
　　　　れて」
①年齢
　　3歳児　2学期
②出来事
　　D男は、姉（年長児）弟（2歳）の真中で、
　よく弟と衝突する。同居している祖父は具合
　が悪く祖母が介護しているので、母親は子ど
　もたちの行動が静かになるように厳しく叱る
　事が多い。
　　母親自身、子育てと介護でストレスがたま
　って、時折切れてしまい大声を出したりする
　状況にある。そんな状況で、最近D男に『僕
　死んだほうがいいよね』と言われて驚いたと
　の報告があった。
担任からの連絡
1　幼稚園でのD男の様子
　・幼稚園では仲良しの友達と仮面ライダーご
　　っこをしたり、好きな絵を描いたりして元
　気にしている。
　・時たま、ふさぎこむ事もある。かけっこで
　一番になれなかった時や、D男が使いたい
　遊具が既に使われていた時等、である。そ
　　んな時は黙ってその場をはなれてしゃがん
　でしまう。
　　その際、担任は「残念だった」「悲しか
　　った」「つらかった」の気持をしっかりと
　受け止め、ふさぎこんでいる事の解決の方
　法を見つける手助けをしている。それによ
　　って共に生活する友達の気持にも気付いて
　　いく過程となると伝える。
II　「僕死んだほうがいいよね」と言われたこ
　とについては、既に母親自身が気付いている
通り、D男の方へ心を向けて欲しいサインで
　ある。
　　その気持をしっかりと受け止めてやる事が
大切であると伝える。
皿　「母親もよくやっている」とその頑張りに
共感を示し、また何か困った事があったらい
　つでも話して欲しいし、共にD男の力になれ
　るようにしましょうと励ます。
保護者からの連絡（3日後）
　父親も協力して、出来るだけ子どもたちが楽
しんで発散出来るような場所へ連れて行ったり
共に遊んだり、話をよく聴くようにした。そし
て、祖父が寝ている部屋の側では、静かにする
事が、今は大切な事なんだと、きょうだい皆で
改めて話し合った。思いのほかよく聴いてくれ、
その後は姉と共にD男も進んで家事を手伝うよ
うになり、祖母に褒iめられている場面もある。
時には、調子に乗りすぎて、注意する事もある
が、以前のようにすねたりする事は、減少した。
③考察
　子どもが示す行動には、必ず原因があると考
えられる。よく育っていると思われる子の背景
には、その子が安心してのびのびと生活できる
時間と空間と、気持を受け止めてくれる人がい
る。それが、心身ともに成長する源である。し
かし、現実の生活では、本事例のように介護と
か、経済的、社会的な問題が家庭に辛い状況を
強いる場合もある。そんな時は、つい子どもの
気持ちまで、気がまわらなくなり勝ちであるが、
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子どもはサインを出してくれる。サインを出し
ていることに気付いたら、しっかりと気持を受
け止め、親の子どもに対する大切に思う気持ち
を伝える。そして、家族が乗り越えていかなけ
ればならない事を、子どもにも分かるように伝
える。幼い子どもでも家族の一員として、がま
んしたり手伝ったりしなければならない事を理
解する力を持っている。親も子も力を合わせて
いく事で、子どもはより逞しく優しく成長して
いく。
とって大事な成長過程となることを伝える。
保護者からの連絡（翌日）
　母親がG男に「自転車の事話してくれてあり
がとう、大変だったね」と話したら、G男の表
情が明るくなり、心がつながり信頼関係が深ま
ったと感じた。
　その後、「何かお母さんに手伝ってもらいた
い事があったら」と話すと、「僕の話聴いてね」
と言った。話してくれるまで待ちますと報告が
あった。
事例（4）「何ですぐに話さないの！」
①年齢・時期
　　4歳児　1学期
②出来事
保護者からの連絡
　G男は気が弱く、強く迫る友達の要求を断る
事が出来ず、親との約束を破棄してしまう事が
ある。
　先日も「危ないから、道路では自転車で遊ば
ない」という母親との約束を破ってしまい、そ
の事を数日立ってから母親に話した。
　母親が「何ですぐに話さないの！」「約束し
たのに何で破ったの」「何で嫌と言わなかった
の」と問い質すと、「悪い事だとは知っていた
が友達に『嫌』と言うとなぐられるかと思った」
と友達との関係を泣きながら訴えた。
　嫌な事は「嫌」と意思表示する事、行動で示
す事、母親との約束は守る事をG男に再確認し
ましたと報告があった。
担任からの連絡
1　母親の心配する気持は理解できると伝える。
ll子どもが困った時や怖い思いをした時等、
親に話をする事はとても大変な思いである事を
伝える。
皿　次にG男が話してくれた時には、まずその
時のG男の気持ちに対して「よくお母さんに話
してくれたね。ありがとう」と伝える。そうす
れば、不安で迷っていたけれど、話しをする事
が大事なんだと理解できる。
IV　さらに、怖い思いを抱いている友達に対し
て、G男が「友達に話す」「担任に話す」等、
G男自身が考えて行動出来るように周りがサポ
ートしていく事が大切である。その事がG男に
③考察
　子どもがやっとの思いでつらい体験を話した
時、親は「大事な子どもを守らなければ、その
ために約束したのに」との感情が強くなり、子
どもが体験したつらい気持を受け止めるよりも、
つい「約束していたのに何で守らなかった
の！」等、子どもを責めてしまう。その結果、
子どもは、怒られるよりは黙っていようという
気持になる。それでは、助けて欲しい状況なの
に、助けを求められず、どんどん落ち込んでし
まう。援助を必要としているのに、援助を得ら
れなくなってしまう。G男が話した時のG男の
気持に母親が着目し、共感出来れば、親子の信
頼関係はより深まり、それによって友達との関
り方も改善していくであろう。
　子どもにとって大切な事は、子どもが困った
時、悲しかった時、苦しい時、怖い思いをした
時、助けて欲しい時に共感を持ってくれる人が
いるという事である。子ども自身が心の内を話
せる事が出来る人が身近にいる事である。
事例（5）「内気で就学後が心配」
①年齢・時期
　　5歳児　2学期
②出来事
保護者からの連絡
　H子は、内気な性格で人見知りが激しい。先
日も、スーパーで同じクラスの友達に会った際
に。母親の影にコソコソと隠れたりする。
　小学校へ行くと、幼稚園と違ってもっと大き
な集団なので、もっと萎縮してしまうのではと
心配している。
担任からの連絡
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1　幼稚園でのH子の様子
　・友達との遊びでは、自分がリードする役割
　　ではないが、共に楽しんでいる状況である。
　　決して、コソコソ隠れてしまうという事は
　　ない。
　・当番活動で、マイクを持って放送する時や
　　ステージの上で、クラスの代表として歌の
　　紹介をするときには、大勢の前できちんと
　　話す力を持っている。
H　小学校へ行ってからの事が心配になる気持
　ちはよく分かる。しかし、先の事が心配とい
　うのは、現在の且子に対してく現在のあり
　のままの自分が認められていない〉というメ
　ッセージとして伝達する。
皿　「今、H子がしている事がお母さんはとっ
　ても嬉しいよ。」と気持を伝える事が大切で
　ある。まず、H子をよく見て観察し、　H子の
　良さを見出し、そしてお母さんのワクワクす
　る感覚を素直にH子に伝えて欲しいと伝え
　る。
保護者からの連絡
　「先生の話を聴いて、幼少の頃、自分も引っ
込み思案で、いつも母親の後にくっついていた
事を思い出しました。」「大切に、大事に育てよ
うとの思いが、自分好みの育ちを目指していた
事に気付かせてもらって、感謝している。そし
て、まず自分の目の前のわが子をぎゅっとだき
しめました。」との事だった。
③考察
　親の心配する気持としては、子どもを大切に
思えばこそ、就学という大きな環境の変化に対
しての不安も理解できる。しかし、まず大切な
事はH子がいかに生き生きと生活し、自己肯
定感を深めていくかである。先の事が心配とい
うのは、且子に対して「現在のありのままの自
分が認められない」というメッセージとして伝
わる。それより今、あなたが出来ている事がと
てもいい事なんだ、すなわち、「今のあなたが
大切なんだ！」の思いこそ、H子が勇気をもら
えるメッセージとなり、自信が持てるようにな
る。そしてこの思いこそが、これからの生活の
礎となる。
事例（6）「かみつかれたり、ひっかかれたり
　　　　で心配だ。」
①年齢・時期
3歳児　2学期
②出来事
保護者からの連絡
　先週手をかまれたばかりなのに、今度はほほ
をひっかかれた。J男も押したりしたというけ
れど傷つけられる事が続くので心配である。人
を傷つけてはいけない事を子どもたちに指導し
て欲しい。J男がもし、他の子を傷つけるよう
な場合は必ず知らせて欲しい。家でも人をかん
だりしてはいけない事をしっかりと教えて行き
たい。
担任からの連絡
1　幼稚園でのJ男とK男の様子
　・身体を使った遊びが大好きで、遊戯室のト
　　ランポリンや低鉄棒に挑戦中である。2人
　　とも1番が大好きで、順番の取り合いでケ
　　ンカになる。順番で並ぶ事を指導中であり、
　　2人とも順番は理解しているが、ちょっと
　　したスキを見つけて割り込んだりする。お
　互い言い分があり譲らず、手が出る事が繰
　　り返された。
H　ケンカが出来るという事は、自己主張が出
来ている事なので、これからは、自分の思い
　をどう伝えれば良いかを覚える成長の段階と
捉える。これからまた同じような状況になっ
　た時どうするかについては、2人とも「お話
　しする」と約束した。約束を破ったらイエロ
　ーカードとなり、イエローカード2枚でレッ
　ドカードで退場となり、遊べなくなるルール
　とした。自分たちで決めた状況である事を伝
　えた。
③考察
　幼稚園では、家庭と違い担任も友達も自分の
思う様にばかりは行動してくれない。時には友
達とのトラブルで悲しい思いになったり、つら
い思いもする。その際に配慮しなければならな
い事は、その気持を受け止め理解し、子どもの
気持ちを尊重する事、そして同時に友達の思い
への理解にも目を向ける成長のチャンスにして
いき、信頼関係をより深める糧にする。また、
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親に対しては、心配の気持をしっかりと受け止
め、幼稚園での様子をきめ細やかに伝え、友達
とのトラブルが幼稚園生活の中で子どもの成長
のための大事な機会であり、この体験が子ども
の成長を促していく事を理解してもらう。
3　結び
　人は人から学ぶ。人は人に認められ受け入れ
られると勇気が湧くと言われている。勇気が自
信を生み出す。子どもの笑顔がその現われとな
る。人間の基礎を築く幼児期に、子どもは愛情
に海れた幼稚園や家庭での日々の体験から、自
分を慈しみ育ててくれる人との信頼感を深め、
生きていく術を学び獲得していく。
　家庭における親の子どもへの関わりをより充
実したものになるように導く事が、幼稚園での
生活をより豊かにしていく原動力ともなってい
く。幼稚園と家庭とを結ぶ架け橋となる事は、
幼児教育に関るものにとっては基本の考えであ
る。
　子どもが、より豊かに生きていく上で、その
協力体制はかけがえのないものである。
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